
簡易裁判所に提出する「訴状」について  
 

簡易裁判所では ,請求金額 (訴訟物の価額 )が１４０万円以下 (少額訴訟手続を利用

する場合は６０万円以下の金銭支払 )の訴えを起こすことができます。  
 

訴えを起こすには「訴状」を裁判所に提出します。訴状は冒頭部分 (誰がどこの裁判

所に訴えを起こすのか )，当事者の表示 (誰と誰の間の裁判なのか ),請求の趣旨 (どんな結

論を求めるのか )及び請求の原因 (どんな理由なのか )を記載する必要があります。  

 

 

６０万円以下の金銭の支払  

を求める際に少額訴訟手続  

を利用したい場合に記載して  

ください。  

訴状副本以外の「附属書類 」は ,裁判の

当事者となる資格を明らかにするために提

出が必要です。  

原則，コピーでの提出はできません。  

※  必要な部数は各１部です。  

「代理人許可申請書 」を訴状と

同時に裁判所に提出する場合

でも，代理人になることを裁判官

が許可していませんので代理人

として訴状を作成することはでき

ません。  

提出先の裁判所を記載してください。  

訴えの手数料として訴訟物の価額が１０万円毎（１００万円を超えた部分は

２０万円毎）に１０００円分の収入印紙が必要です。  
例 ：51 万円の場合は 6000 円分，111 万円の場合は 1 万 1000 円分の収入印紙  

 

添付郵便切手は ,金沢簡裁では ,５，７２０円分 (原告と被告が各

１名の場合 )の提出をお願いしています。  

 【切手の内訳 】  500 円×8 枚，100 円×5 枚，84 円×10 枚 ，  

            20 円×10 枚 ，10 円×10 枚 ，5 円×10 枚 ，  

                2 円×10 枚 ，  1 円×10 枚  

訴状の作成日を記載してください。  

印は認め印 (法人等は代表者印 )

を押印してください。  

「代表者 」は，「代表取締役  〇〇〇〇」  

のように記載してください。  


